
シー・ガーデン構想
（海浜公園構想）
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吉田公園の南端から海側に抜けるなだらかな勾配の坂を上ると高さ10㍍の防潮堤の上に出ます。心地

よい海風を頬に受けながら駿河湾を一望すれば、しばし日々の慌ただしさを忘れ、岸に打ち寄せて

砕け白く泡立つ波のかなたに果てしなく続く太平洋の海原に見入ります。そして身体の向きを変え、駿

河湾を左手に一人静かにもの思いにふけり、あるいは恋人、友人、家族と楽しい会話を交わしながら西に

伸びる丘の上をゆったりと港の東防波堤に向かって歩けば、そこにはにぎわいに溢れた広場が広がりま

す。人々は芝生の張られた広場で楽しそうな笑い声をあげながらいろいろな遊びに戯れたり、その先に

設けられた多目的広場で水揚げされたばかりの新鮮な生シラスを炊きたてのご飯にのせて食べたり、と

れたての養殖ワカメをしゃぶしゃぶにして食べたり―海鮮料理に舌鼓を打っています。
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